
50　 連載「ウエディングと音楽のチカラ」
　　　Vol.12：見えなかったものが見えてきた！
　　　ゲスト：スウィートマカロン　野田 真奈美さん
　　　フリーランス・ウエディングプランナー　岡村 奈奈

52　 連載「支配人とプランナーのための WEB 集客講座 part2」
　　　第 3 回：“ 勘 ” に頼らない！商戦期に向けた撮影マニュアルその１
　　　SoZo ㈱ チーフコンサルタント　武田 昌幸

－ CAREER －

54　連載「THE PROFESSIONAL ～ドラマは現場で起こっている」
　　　㈱ケイ・ウノ デザイナー　川田 有規氏

56　連載「輝け！ フレッシュパーソン～ under25 奮闘記」
　　　パレスホテル東京　岸野 華奈さん

58　連載「両立 WOMAN」
　　　第 62 回：㈱みんなのウェディング　後藤田 眞季さん

61　連載「ココロとカラダの保健室×美人化計画 For Wedding WOMAN」
　　　青葉さわい病院病院長・整形外科医　澤井 崇博先生

－ REPORT－

62　連載「WORLDWIDE WEDDING」
　　　第 62 回：ノルウェー王国

64　注目企業インタビュー　㈱ウエディングパーク
　　　業界初の「DX 推進室」が目指す
　　　デジタル技術で変えるウエディングの未来

66　レポート　大手式場 18 社と㈱リクルートマーケティングパートナーズ
　　　が共同発起人
　　　「NEW NORMAL for HAPPY WEDDING 宣言」

68　データ「データから見るブライダルビジネス」
　　　第 56 回：コロナ禍での経済動向

72　TOPICS

78　INDEX OF PERSONS

81　桑田和代のおすすめ BOOK

82　連載「うちのイチ押し料理」　㈱ブライド・トゥー・ビー
　　　エルダンジュ 名古屋 ブライダルプロデューサー　菅 茉亜子さん
　　　エルダンジュ ガーデン 副料理長　齊藤 千尋さん

84　新設・リニューアル情報
　　　熊本モノリス／ハイアット リージェンシー 横浜／
　　　WEEKEND HOUSE ／ ANDO HOTEL 奈良若草山／エースホテル京都

89　Pick Up！　BASE TOKYO

表紙の花嫁：㈱ Share Clapping　木村 理恵さん

5　    From the Publisher　「新たな選択肢」　石渡 雅浩

6　    連載「ウエディングプランナーが花嫁になる日」
　　　㈱ Share Clapping　木村 理恵さん

10　 連載「オモイがカタチに変わるトキ」
　　　葉山ホテル音羽ノ森 ウエディングリーダー　清水 真由美さん

14　 連載「good things make the day brighter」
　　　ギフトコンシェルジュ　真野 知子

15　 特集　今、生まれる新しい結婚式

16　 総論　ウエディング新世紀に向けた取り組みを

18　㈱テイクアンドギヴ・ニーズ　片山 み恵氏

20　㈱リクシィ　安藤 正樹氏

22　㈱スペサン　柴田 奈々子氏

24　㈱ CRAZY　吉田 勇佑氏

26　ベルベデーレ　望月 実沙氏

28　㈱二重　吉岡 芳明氏

30　ディレクターズインタビュー　花職人　中村 睦子氏

32　連載「Wedding with ART 
　　　～アートがあれば、ウエディングはもっと楽しく」
　　　㈱ UNO Design 代表　宇野 雄一

34　特別企画 10years トップが語る 10 年の軌跡とこれから
　　　㈱エスクリ 代表取締役社長 CEO　渋谷 守浩氏
　　　㈱ポジティブドリームパーソンズ 代表取締役社長　杉元 崇将氏

38　注目企業インタビュー　㈱エイチームブライズ
　　　構想から1 カ月でブラフェスオンラインを開催
　　　－コロナ禍におけるハナユメの挑戦―

－ SKILL UP －

42　 連載「未来をつくるウエディングプランナー～人生を変えた結婚式」
　　　ホテルオークラ東京ベイ　渥美 憲人さん

44　連載「教えて有賀さん！結婚式の価値の深め方」第 6 回：写真
　　　㈱テイクアンドギヴ・ニーズ ウェディングアドバイザー　有賀 明美さん

46　連載「明日から使える教養講座」
　　　レッスン 27：パリの老舗ホテルに学ぶ温故知新
　　　㈱エスプレシーボ・コム 代表取締役　安東 徳子

48　連載「荒井さやかの 新規接客はもっと楽しくなる！」
　　　第 14 回：カップルにお会いする前に悩みを聞こう
　　　Coco style WEDDING フリーウェディングプランナー　荒井 さやか
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今、生まれる新しい結婚式

親誓式での挙式を証明するアイテムとして家族写真は、新郎新婦と両家の両親の自然な笑顔を導き出すよう、中央にギュッと寄ってもらうようにして
撮影。新居・実家に飾りたくなるような出来栄えを目指している（Photo: ㈱テイクアンドギヴ・ニーズ）

新型コロナウイルス感染症によって、今、あらゆる面で結婚式の在り方は変革を求められています。その一方で、人生の節目、
人とのつながりを感じられる場としての結婚式の価値が見直される時ではないでしょうか。

今回は、コロナ禍で生まれたオンライン結婚式をはじめ、今後あらためてニーズが高まるであろう少人数結婚式、新しい形の
節目の迎え方などについてご紹介。いずれも、ただ形式を変えるのではなく、「いかに価値を高めるか」を追求して手掛けられて
いる方々にご登場いただきます。

CONTENTS
16　総論「ウエディング新世紀に向けた取り組みを」
18　㈱テイクアンドギヴ・ニーズ　片山 み恵氏
20　㈱リクシィ　安藤 正樹氏
22　㈱スペサン　柴田 奈々子氏
24　㈱CRAZY　吉田 勇佑氏
26　ベルベデーレ　望月 実沙氏
28　㈱二重　吉岡 芳明氏

特集
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特集「今、生まれる新しい結婚式」

今はどの会社でも「新型コロナウイルス（以下コロナ）の影響を、マイナスではなくプラスに転換する妙策はないか？」と考え
ている時期。コロナが仮に収束しても、その後はコロナ以前とは違った生活様式、顧客意識となっている社会が予期されています。
今こそ従来の成功法則にとらわれず、新しいウエディングをつくっていく時期ではないでしょうか。その着手は、早ければ早い
に越したことはありません。

よって、皆さんに元気を届けたいとの思
いから企画しています。

現場の皆さんが明るく元気で輝きながら
働いていないと、結婚式という商品価値が
下がってしまいます。素晴らしいプロデュー
スを提供して「こんな時期になぜ結婚式
を？」と感じる人たちに、「むしろ、こんな
時期だからこそ結婚式の本質、醍醐味を伝
え、幸福な社会実現に寄与することが大切
だ」と本誌は考えています。

価値観の逆転
パラダイムシフトが起こった

次にコロナ下で社会はどのように変
わったか？ ですが、私たちのごく身近
なことでも価値観の大逆転が起こってい
ます。例えば以前なら、花粉症であって
もマスクをしたままお客さまにあいさつ
をするのはマナー違反とされていました
が、現在では「マスクなしで話しかけるな
んて礼儀知らずだ」と怒られる始末。従来
の価値観が 180 度逆転した実例ですね。

通勤においても、満員電車で毎日通わ
なくてもテレワークで仕事ができると分
かりました。ウエディングにおいてもわ
ざわざ新郎新婦にサロンまで足を運んで
もらわなくても、決定後に一度対面で打
ち合わせができていれば、後は PC やス
マホを活用したリモートの打ち合わせで
も十分可能です。もちろんデジタルなら
ではのスキルと、オンラインならではの
話し方、伝え方など、この先も技術を磨
いていく必要はあるでしょう。

悪いニュースばかりではありません。
グラフは内閣府が調査した新型コロナ下

結婚式の本質・醍醐味を
掘り下げるチャンス

コロナにより、ウエディング業界も大
きな影響を受けています。現場のプラン
ナーやパートナー企業のスタッフも、夏
に延期した結婚式を来春などに再延期す
るかどうかの調整でさぞ忙しかったこと
でしょう。

しかしコロナによる現在の騒ぎがいつ
収束するかは不明です。ワクチンの開発
に成功するかどうかも不透明ですし、国
内がある程度収まっても、海外から大勢
の人が流入することで再び感染リスクが
高まります。残念ですが、この先もしば
らくは“with コロナの新生活様式”を
強いられると考えて物事を判断しなけれ
ばなりません。

結婚式をプロデュースする企業の業績
も大幅に悪化しています。しっかりとし
たコロナ対策を施した上で何とか秋の施
行数は確保したいところですが、大声で
歌ったり踊ったり、新郎新婦がゲストと
感激のハグをしたりする場面は、しばら
くはお預けとなりそう。人と人とが密に
つながり、思い出に残る時間を共有する
のがウエディングの醍醐味の一つでした
が、それを禁止されてしまうのは事業に
携わる者として、本当に厳しいものがあ
ります。

とはいえ、マイナス面ばかり考えてい
ても仕方ありません。「こんな時期だか
らこそ、未開拓だった分野に新たなビジ
ネスの可能性を見いだそう」と積極姿勢
で臨んでいる企業はあります。今回の特
集はそんな取り組みを紹介することに

における意識・行動変化に関するレポー
トです。「結婚への関心が高くなった」

「やや高くなった」と答えたのは 20 代で
37.2%、30 代で 30.2% と、3 人に 1 人が
結婚に対して前向きになっていることが
分かります。

さらに、「家族の重要性に関する意識
の変化」では、49.9%、つまり半数の人
が「家族の重要性をより意識するように
なった」と回答しています。すでに現場
で「家族婚や少人数婚が増えた」と感じ
ている方も多いかと思いますが、その動
向を裏付けるデータと言えそうです。

家族を大切にするウエディングでは、
㈱テイクアンドギヴ・ニーズがコロナ前
から企画・準備していた「親誓式」をリ
リースしました。同じくコロナ前から
構想を練っていたベルベデーレは、少人数
だけれども従来とはまったく違った新しいス
タイルの「Micro wedding by Belvedere」
をスタート。これらの取り組みにより新郎
新婦が神や列席者に誓うだけでなく、新郎
新婦と両親がお互いに思いを伝え合う形が
広がるなど、家族婚は一層の進化を遂げて
いく分野となりそうです。

ウエディングの価値を
発信し続けたい

今回の取材で印象深かったことは、オ
ンラインウエディング、新しい家族婚・
少人数婚スタイルにおいても、コロナに
関係なく、今の時代性とユーザー動向を
見据えてデザインされていることでし
た。そこにアフターコロナで予測される社
会や人々の意識変化が合致すれば、今後

は一つの大きなスタイルとして確立するかも
しれません。それだけのポテンシャルを秘
めている商品・サービスだと思えます。

例えばオンラインウエディングは、遠
隔地とバンケットをつなぐ演出面だけの
ミニマムな形であれば、初代 iPhone 発
売以前の 2000 年代前半にパートナー企
業が開発し、業界フェアなどで展示販売
をしていたものです。それがデジタル環
境の進歩により、当時では想像もできな
かったほど進化して、高速な通信と高品
質な画質・音声でゲストとつなげられる
ようになりました。
「やはりウエディングはリアルでこそ」
との思いは業界人の誰しも共通すること
ですが、その思い込みが強い分、オンライ
ン領域における可能性の追求があまり進ん
でこなかったのではないでしょうか。

ところがユーザーの多様化により、私た
ちが「これぞベスト」と思っていたリアルの
世界観に興味を示さない顧客層が現れ、
オンラインだからこそできる部分には敏感に
反応する今どきのカップルもいます。

㈱ CRAZY のオンライン結婚式サー
ビス「Congrats」において、意外にも
ゲストから「リアルの結婚式よりもつな
がりを感じた」という声があったそうで
す。HAKU のオンラインウエディング
においても、新婦からの手紙を読むシー
ンでは新郎新婦だけでなく、ご両親や列
席者の表情の変化を見られるという予想
外のメリットがあったとのこと。ですか
ら、オフラインで行なっていることをそ
のまま行なうのではなく、オンラインな
らではのメリットを訴求していけるかど
うかが大切なようです。

㈱リクシィのＶウェディングでも、「好み次
第でどんな世界観を創り上げることも可能
で、従来のウエディングとの比較次元では
なく、まったく別の商品サービスとして捉え
てほしい」とのこと。だからこそ従来のウエ
ディングがオンラインに切り替わるのではな
く、なし婚層への効果的な取り組みとして
機能していくと言えるでしょう。

今回、業界外からご登場いただいた㈱
二重の「iwaigami」は、今回の特集で唯
一コロナ禍以前にリリースされたサービ
ス。「挙式・披露宴を行なうか、やらな

いかという極端な二択状態に対し、その
中間の選択肢として、困った時や迷った
時に立ち帰れる区切りや節目となる結婚
式ができればと企画した」とのこと。「ミ
ニマル」と「デザイン」を追求したコン
テンツは要注目です。

オンラインウエディングでは新郎新婦
とゲストが同じメニューを食べることで
一体感が味わえるよう工夫されていま
す。以前から料理を宅配することは、年
末にお節料理を作って送っていた企業も
ありましたから、そのシステムを使えば
可能です。さらに会場の近くに住むお客
さまならば、シェフを自宅まで派遣する
サービスも近いうちに行なわれることで
しょう。こうしたことは、早く気付いた企業
が市場で優位に立つことができます。

一方、口からの飛沫が主たる感染原因
となるコロナとい
う点を考えれば、
基本的に私語が
禁止の挙式をも
う一度見直すの
もいいかもしれま
せん。神前式で
は、新郎が誓い
の言葉を述べる
シーン以外、神
主はほとんど祭
壇に向かって奏
上するわけですか
ら、換気さえ十分
に行なわれていけ
ばリスクは極めて
低いと言えます。

キリスト教式
においても、牧
師 が フ ェ イ ス
シールド着用で
新郎新婦と 2 ～
3 ｍの距離を取
ればリスクは低
い で し ょ う し、
紫外線に当たる
と短時間で死滅
するとする研究結
果もあるコロナウ
イルスですから、

晴れの日なら室内ではなく、ガーデンで挙
式するのも一つの対策となるでしょう。

大切なのはこうした業界独自の感染予
防の対策と工夫を、しっかりと一般世間
に向けても発信していくことです。ホー
ムページのカップルレポートにも、今の
時期だからこそ、こんなに感染予防に力
を入れていると分かる画像を入れてみ
る、あるいは新郎新婦にその取り組みの
徹底ぶりを語ってもらうなど、安心安全
ということを発信することも極めて重要
な時期です。

そうした取り組みと共に、新たな可能
性にも果敢にチャレンジしていくこと
で、ウエディングはコロナ収束後も魅力
的な業界で在り続けることができるはず
です。

ウエディング新世紀に向けた
取り組みを

2020 年 6月 21日内閣府発表「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の
変化に関する調査」

今回の感染症の影響下、結婚への関心に変化はありましたか ?　
( 年代別・独身者に質問 )



しても、『一般的には…』といった無難な

答えではなく、『ふたりが楽しめることが

一番だよ！』と背中を押してくれたんで

す。そのスタイリストさんが『ウエディ

ング以上にステキな仕事はないと思う！』

と目を輝かせて話す姿が忘れられなくて」

念願のウエディング業界に身を置き、

さまざまな会場で働くようになる中で、

特に強く惹かれたのがリゾートウエディ

ング。

「2007 年から 1 年半ほど、業務委託とし

て那須の『二期倶楽部』でウエディング

を担当させていただきました。日本屈指

の高級リゾートホテルとうたわれたその

場所で季節、風土、アート、カルチャー

を大切にする意味を社長の北山ひとみさ

んから教わったことは、私にとっての財

産。『結婚式を通して新郎新婦の人生も、

自分自身の人生も豊かになる』という、

【ふたりの想い】
初めて葉山にふたりで訪れた時にたまたま立ち寄ったのが「葉山ホテ

ル音羽ノ森」。海を見渡すスカイチャペルで鐘を鳴らしながら楽しそうに

微笑む有貴さんを見ながら「結婚式を挙げるならここで」と心に誓った

圭さん。その誓いを果たす当日は、葉山の海を目の前にしながら、これ

までの人生を支えてくれた方たちに自分たちらしいスタイルで感謝を伝

えたい。

〈お話を伺った方〉

㈱パッションズ
  取締役
葉山ホテル音羽ノ森
  ウエディングリーダー

清水 真由美さん

大手ウエディング企業である㈱ノバレ

ーゼをはじめ、18 年もの間、第一線で

活躍し続けている清水真由美さん。そも

そもウエディング業界に興味を持ったき

っかけは自身の結婚式でお世話になった

ドレスのスタイリストとの出会いだった

とか。

「進行や演出などドレス以外の相談に対

その根拠を学べました」

ふたりが気に入ったその土地の自然や

流れる時間をゲストの皆さんと感じ合う

上質な大人の結婚式。そうしたワンラン

ク上のウエディングに腰を据えて向き合

いたい。そんな思いが強くなり、17 年に

今の代表と共に現在の会社、パッション

ズを立ち上げたそうだ。

尾﨑 圭さん＆有貴さん

コンセプトを決めて、表現する。

伝えたい思いを形にする。その道すじとは？

オーダーメイドのウエディングを作り上げる

プロフェッショナルたちに注目します。

住宅メーカーや教育関連企業を経て 2002 年、㈱ノバレーゼに入社。名古屋市内の料亭でのウエディングを担当後、アマンダンテラスなどノバレーゼの自社物
件の立ち上げに携わる。以降、那須、大阪、福岡、葉山など日本各地の会場でプランナー業務のほか、教育、商品開発、リブランド事業など幅広い分野で活躍。
17 年にノバレーゼを退職し、パッションズの立ち上げメンバーとして参画。軽井沢や葉山の会場をメインにコンサルティングを担う。

清水 真由美
Mayumi SHIMIZU

オモイが
カタチに
変わるトキ

オモイがカタチに変わるトキ

CONCEPT：“ 葉山時間 ” を楽しむ大人のウエディング

KEYWORD：シンプル、大人リラックス、

　　　　　　　　クオリティタイム、自然体

THEME COLOR：ホワイト、グリーン、シャビーシック

M ayumi Shimizu

「人生を、もっと情熱的に。」をモットーに 2017 年に設
立したウエディングコンサルティング会社。「葉山ホテ
ル音羽ノ森」「ルグラン軽井沢ホテル＆リゾート」など
リゾートを中心とした会場のウエディング事業の運営、
広告プロモーション、商品開発などを請け負っている。
https://www.passionz.co.jp

10



今回、紹介する尾﨑さん夫妻はデートで

訪れた葉山という場所に魅了された一組。

「新郎の圭さんが結婚を決意したのが、

新婦の有貴さんと初めて『葉山ホテル音

羽ノ森』に立ち寄った時だったそう。そ

の時のピュアな気持ちを思い出しながら、

これまでお世話になった皆さまに自分た

ちらしい形で感謝を伝えたいと話す、真

摯な眼差しがとても印象的なおふたりで

した」

1 日 1 組限定のウエディングは式のスタ

ート時間も進行も自由自在。ふたりのな

れ初めやゲスト層、ゲストとの関係性な

どのヒアリングをした後は早速プランニ

ングへと進めていく。

「コンセプトやビジュアルシートなどは

作成しないんです。この会場は海を一望

するロケーションやおいしい料理など、

言葉やビジュアルであらためて表現しな

くてもそのよさを皆さんに十分に理解し

てもらえていると思うので。それよりも

“ 質のいい時間 ” をどうやって作り上げる

指示を出すくらい。カメラマンにも目線

のある写真は狙わずに、この時間、この

空気感を写真に収めてとお願いしました」

お酒と料理を味わいながら、時間と共

に変化する海の景色を堪能する…そうし

た “ 葉山時間 ” をゲストと楽しむこと。シ

ンプルでありながら、ここでしか味わえ

ない貴重な体験を共有することが、清水

さんがふたりに届けたかったことなのだ。

念願の場所で思いをかなえた尾﨑さん

夫妻の結婚式。清水さんには特に印象に

残っているシーンがあるそう。

「新郎のウエルカムスピーチです。『この

場所で結婚式をすると決め、お招きしたい

と思う方々の名前を一人一人リストアップ

していたら、あっという間に 90 人にもな

って…。自分にはこんなに支えてくれた人

たちがいてくださったんだと思った途端

に、涙が込み上げてきました』。圭さんが

そうおっしゃった言葉にグッときてしまっ

て。感動は式当日だけではないんですよね。

式の前からすでに感動の時間が始まってい

かを提案することに重点を置いています」

年齢を重ねた新郎にとって、結婚式は

人生を振り返る奥深い節目となること。

そして、ゲストの 9 割が新郎側。そうし

たことから自ずと “ 大人の男性 ” を意識し

たプランニングに。

「おふたりのウエディングでは時間を長

めに確保しました。圭さんがリキュール

などの輸入会社に勤務していることから、

お酒をフランクに楽しめるプレパーティ

ーを挙式の前に設けたからです。そして、

乾杯後に新郎新婦が自由に会場を回り、

ゲストと歓談するファーストコンタクト

の時間を多めに取ることを提案しました」

特に重視したのはファーストコンタク

トのタイミング。挙式の前にゲスト一人

一人に新郎が新婦をきちんと紹介する時

間を作ろうと考えたのだ。さらに、会場

の魅力を生かす提案も。

「おふたりが式を挙げた 11 月は夕暮れ時

が特に美しいシーズンなんです。ですので、

海が夕焼けに染まる時間帯を披露宴の後半

に合わせるため、挙式は 13 時、披露宴は

14 時からにセッティング。空と海の色が

刻々と変わるドラマチックな光景を皆さん

に楽しんでもらおうと思いました」

そして迎えた式当日。葉山の海を一望

するテラスでカンパリやバーボンを振る

舞うフランクなプレパーティーからスタ

ート。

「秋の海を眺めながらお酒をゆっくりと

味わうゲストの皆さんの絵になること！ 

すっかり和んだ中での挙式は多くのご友

人たちを巻き込んでの人前式。新郎新婦

双方のゲストが誓いの内容を考えるとい

う式は、笑顔にあふれてアットホームな

雰囲気に包まれていました」

披露宴の入場はスポットライトも当て

ずにふたりが自然に入るスタイルに。

「ここから新郎はウエルカムスピーチを

し、新婦をエスコートしながらゲストに

紹介をするなど立派にホスト役を務めら

れました。私たちスタッフはなるべく目

立たないようにアイコンタクトで新郎に

オモイがカタチに変わるトキ

1312

□クリエーター紹介  会場：葉山ホテル音羽ノ森 別邸／フォトグラファー：布施 宏／ヘアメイク：塩田 信子 (le rire）
　　　　　　　　　   フラワー： 大山 沙智代（maison malta)

プレパーティー
新郎新婦が望む “ 自然体で楽しむ大人の

パーティー ” を実現するために、挙式前に
プレパーティーをセッティング。海を一

ファーストコンタクト
形式的な進行は省き、乾杯後はふたり

がゲストの元にあいさつに出向いて言葉
を交わす時間を長めに設けた。

装花
白とグリーンをメインにした装花は、

シャビーシックな雰囲気でナチュラルに
なり過ぎない大人のウエディングを演出。

ドレス
挙式は海に映える白のシンプルなウエデ

ィングドレスをセレクト。パーティー後半
は会場の雰囲気にもマッチするレースをあ
しらったクラシカルな雰囲気のドレスへ。
会場のテーマカラーとドレスの印象を重ね
ながらトータルでコーディネート。

る。その感動をふたりと一緒にゲストもそ

の場にいるスタッフも共有することがウエ

ディングの醍醐味なのだとあらためて気付

くことができました」

これまでの半生を振り返り、そしてこれ

からの人生に希望を持つ。人生の節目とな

る結婚式こそ、清水さんが大切にし続けて

きた “ 質のいい時間 ” そのものなのだ。

人前式
6 名のゲストに協力してもらい、新郎

新婦に誓ってもらいたいことを “ 誓いの
言葉 ” に。内容は新郎新婦に内緒にして
いたため、思わぬ “ 誓い ” に笑みがこぼれ
る温かみのある挙式となった。

望 す る テ ラ ス
ス ペ ー ス で 新
郎 が 仕 事 で 携
わっているカン
パリやバーボン
などを提供。
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IT 企業である強みを生かし
スピーディーにオンライン対応

――3 月 8 日に、エージェントデスクと

していち早くオンライン相談を開始され

ました。構想からリリースまでの経緯を

教えてください。

新型コロナウイルスの感染拡大の影響から、結婚式の実施や会場見学、ブライダルフェアへの参加を躊躇する人は
少なくない。そんな逆境において結婚式場情報サイト『ハナユメ』が複数企業をとりまとめたものでは業界初となるオ
ンラインイベント「ブラフェスオンライン by Hanayume（ハナユメ）」を 6 月 28 日に開催。開催までの経緯やオペレ
ーション、そしてこの 3 月～ 6 月に行なった同社のさまざまなオンラインサービスへの挑戦と手応えについて、全事業
をマネジメントしている事業運営本部 本部長・鈴木悠介氏と、ウエディングデスクを統括している事業運営本部 店舗
運営部 マネージャー・水野有紗氏に語ってもらった。 （聞き手・本誌編集部／構成 青山のりこ）

構想から一カ月でブラフェスオンラインを開催
─ コロナ禍におけるハナユメの挑戦 ─

する価値があると感じています。

鈴木　アドバイザーは式場決定前の新郎

新婦と出会える貴重な存在です。さらに、

アドバイザーを起点として、お客さまの声

をすくい上げ、式場側にフィードバックす

る業務も行なっています。接客においてお

客さまに紹介しても見学予約までつながら

ない場合がありますが、そのつながらな

かった理由こそが式場さまにとって価値あ

る情報です。そのため、営業担当者が積極

的にアドバイザーにヒアリングし、式場に

とって有益な情報をお伝えするよう心掛け

ています。

水野　式場さまにとって、よい情報もそ

うでない情報も得られることは、エージェ

ントを活用するメリットとして感じてい

ただきたいです。

鈴木　お客さまの本音を知る存在として、

アドバイザーは社内の商品開発にも重要

な役割を果たしていますね。

水野　社内は風通しがよい風土なので、現

場がすくい上げたお客さまの声を週次で行

なわれる定例会議などで共有しているほ

鈴木　新型コロナウイルスの影響で、挙

式日が確定しているけれど実施すべきか

迷う人、挙式の検討段階で迷っている人

が多くいることが 2 月末に見えてきまし

た。そこでハナユメウエディングデスク

のアドバイザーが培ってきたお客さまへ

の接客応対のノウハウと、エイチームグ

ループで掲げている “IT にできることを

次々と ” という強みを生かせるオンライ

ン相談のプランが急浮上しました。

弊社はもともと IT 企業ですから、開発

から自社で一貫して進められることが強

みです。社内でもリモートワークになり

「Zoom（ズーム）」を導入したタイミン

グでもありました。そこで、ユーザー向

けにも Zoom で一度試してみようか、と

テストマーケティングとしてスタート。

実際試してみると、資料共有もできてユー

ザー側も見やすいということが分かった

ので、早速接客オペレーションの精度を

上げていくことに注力しました。現在は

対面と大差なく進められています。

水野　そうですね。ヒアリング→式場紹

介→見学予約と、接客の流れは対面と変

わらずスムーズに行なえますが、コミュ

ニケーションの面では意識しなければな

らない点がいくつかあります。オンライ

ンだと時差が発生して聞き取りづらい場

合があるので、対面時よりも声を大きく

してゆっくり話すよう意識しています。

また、画面に映る顔をよく見られるた

め、カメラ目線でより表情に気を配るこ

とも大切です。おふたりと話す場合には、

どちらか一方と偏って話してしまう傾向

にあるので注意をしています。対面なら

目線を合わせて意思疎通ができますが、

オンラインでは難しいため「新郎さまは

どうですか？」と小まめに伺うようアド

バイザーにはレクチャーしています。　

サービスのリリースが早かったので、

全店のメンバーにノウハウを浸透させる

べ く、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン テ ス ト を し た

翌週にはシフトを調整し、エリアマネー

ジャーから 1 日 1 回レクチャーする時間

を設けました。そのかいあり、接客面で

の細かな注意ポイントまで迅速に洗い出

すことができました。

鈴木　日に日に情勢が変化していくので

「まずは早くやってみよう！」とスピード

感重視でいくことを判断しました。　

水野　いつも新規のサービスを始める際

には、大半のことを任せてもらいつつも、

鈴木から事前に「ここだけは押さえて！」

と大切にすべきポイントの共有があるの

で、現場も安心して挑戦できています。

鈴木　それならよかった（笑）。Zoom は

画面共有の機能がお客さま側から見やす

いので、違和感なく式場の雰囲気や魅力

をお分かりいただけたのではないかと感

じています。

対面・オンライン共に
送客がしやすい式場の特徴とは？

――オンライン相談での送客率はいかが

ですか？

鈴木　5 月に緊急事態宣言が解除されて以

降、オンライン接客でも、ほぼ対面と遜

色ない数字になってきています。

水野　対面の場合は約 1 時間半、オンラ

インだとゆっくり話したり聞き返したり

するので 1 時間半～ 2 時間程度の時間を

要しますが、いずれも平均で 3 ～ 4 件程

度の来館予約が達成できています。

対面でもオンラインでも、お客さまに

響きやすいのは「小ネタ」を教えてもら

えている式場です。例えば「料理がおい

しい」は当然のスペックですが、なぜお

いしいのかが伝わる情報や、料理に関す

る具体的なエピソードがあるとお客さま

の反応が明らかに違います。

鈴木　先日開催したアドバイザーの接客

コンテスト「ベストウエディングアドバ

イザーアワード」（※詳細 p72）でも、キャ

ンプが趣味というおふたりを想定した接

客で、グランピングをテーマにしたウエ

ディング事例が掲載されている式場を紹

介していました。フォトギャラリーは 300

枚以上の画像が入るので、キラー写真で

なくとも、サイト内に小ネタを説明でき

る写真があると有効です。

水野　そうですね！ ユーザーが WEB で見

ているだけでは見つけにくい写真も、ア

ドバイザーなら適切な写真をすぐ提示で

きるので、ここにもアドバイザーの介在

事業運営本部 本部長 　鈴木 悠介氏

㈱エイチームブライズ

事業運営本部 店舗運営部 マネージャー 　水野 有紗氏

2013 年 1 月、東証一部上場企業㈱エイチームに中途入社。ブライダル関連事業の営業職として関西エリア、その後に静岡の営業担当および店舗の店長も経
験。㈱エイチームブライズのグループ会社化を経て、16 年には「すぐ婚 navi」から「ハナユメ」へとリブランドするタイミングで本社に異動。主にサイト

鈴木 悠介
Yusuke SUZUKI

オンライン相談の様子。対面接客でもオンラインでも、ハナユメのサイト画面を表示し式場案内
を行なう

㈱エイチームブライズ　
事業運営本部 店舗運営部 マネージャー
水野 有紗氏

㈱エイチームブライズ　
事業運営本部 本部長　鈴木 悠介氏

リニューアルと料金変更の企画を担当。経営企画部、マーケティング部門へ異動し、部長に昇進。19 年 9 月より、ハナユメ事業全体をマネジメントする事業運営本部の本部長と
して活躍中。

＜注目企業インタビュー＞
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＜ DATA＞Hanayume（ハナユメ）　㈱エイチームブライズ　https://hana-yume.net　TEL. 052・747・5540

か、全社員が投稿できる目安箱のような

ツールを通して、いち早くサービスの改善

につなげています。例えば「オンライン接

客中に画面共有した見積もりを、後で確認

できるようにしてほしい」という要望がお

客さまからあった場合のことですが、わず

か一週間でマイページ上にアップロードで

きるようにサービス改善が行なわれまし

た。このようなスピード感のある対応もし

てもらえるので、現場の意見はとても上げ

やすいです。それを受ける鈴木さんは大変

だと思いますが（笑）。

鈴木　 あ ら ゆ る 部 署 の さ ま ざ ま な 声 が

サービスクオリティを高めます。これから

もどんどん意見を出してほしいですね！

――オンラインで結婚式の中止や延期の

案内ができる「Hanayume オリジナル案

内状」も 5 月 1 日にリリースされました。

鈴木　4 月 16 日 に 緊 急 事 態 宣 言 が 全 都

道府県に発令され、いよいよ式の中止や

延期を決断するユーザーが増えてきたの

は記憶に新しいところだと思います。本

来であれば封書で知らせることがマナー

ではありますが、それでは連絡が間に合

わず、メールや LINE での連絡を余儀な

く さ れ る ケ ー ス も。 そ の よ う な 方 々 に

少 し で も 寄 り 添 え る よ う、 結 婚 式 の 中

止・延期の案内状を画像でお送りできる

「Hanayume オリジナル案内状」を作成

したのです。弊社では社内にデザイナー、

開発、ブランディングに関わるチームが

いるので、スピード感を持って対応でき

たと思っています。

水野　ハナユメのサイトから簡単にダウ

ンロードできる仕様にしてもらいました。

デザインは「natural」が人気で、結婚式

の延期や中止で落ち込む方も多くいる中、

明るい気持ちになれるデザインだったと

思います。こういったものがすばやくリ

リ ー ス で き る の も ハ ナ ユ メ の 強 み だ と

思っています。

業界初「ブライダルフェスタ」を
オンラインで開催

――ブラフェスオンラインでは、YouTube

で生配信される式場ライブが特徴的でした。

鈴木　例年、5 月、6 月はリアルイベント

「ブラフェス（ブライダルフェスタ）」を

開催しています。世間ではテレワークが

推奨され、オンラインでの会議も浸透し、

前述したオンライン接客も軌道に乗って

いたので「ブラフェスもオンラインでやっ

てみよう！」という流れになりました。7、

8 月の見学予約に結び付けたかったので、

開催は 6 月末。オンライン開催を決定し

たのが 5 月末だったので、ここでもスピー

ドが重要でした。コアなメンバーだけで

企画の大枠だけを一気に決めて、その後

全部署のメンバーをアサインして詳細を

決定。リアルイベントでは来場したカッ

プルにイベントの趣旨などを説明するコ

ンシェルジュを配置しているのですが、

オンラインではユーザーが自由に見たい

コンテンツを見られるようサイトの動線

を決めていきました。（※ P41 図参照）

水野　 ア ド バ イ ザ ー は 当 日 の オ ペ レ ー

ションや、オンライン式場ライブのシナ

リオ作成、リハーサルなど準備を重ねて

いました。

鈴木　オンライン式場ライブに参画いた

だく式場が決定したのは開催 2 週間前。

構成などの大枠はこちらで決めて、チャ

ペルやガーデンなどのカメラ動線、時間

配分は式場さまに決めていただきながら、

短期間でリハーサルを重ねました。ただ、

画像が粗くなってしまったことや、クオ

リティに多少のバラつきがあったのは、

今後の改善点ですね。

水野　とはいえ、お客さまには「なかな

か外出できない中、式場探しの一歩を踏

み出せた」、式場さまからは「ハナユメと

の距離が近くなった」「オンライン案内の

よい経験になった」という声を多くいた

だき、開催に踏み切ってよかったと安堵

しました。

――今後ブラッシュアップしたい点はあ

りますか？

水野　オンラインで 1 対複数ユーザーを

対応する場合、商品説明のようなコミュ

ニケーションになりがちで、個別相談へ

の誘導がリアルよりも難しく感じました。

そのほか、Zoom と YouTube を連携して

いるので、式場の画像を出して説明した

いのに、アドバイザーが声を出すと画面

が切り替わってしまうんです。細かいで

すが、そのあたりも改善していきたいで

すね。

鈴木　プロモーションはハナユメのサイ

ト内でのバナーやメルマガ、Instagram が

中心でしたが、UU（ユニークユーザー数）

の達成率は目標に対して 118% でした。

今後もリアルイベントは慎重にならざる

を得ないので、2 回目も前向きに検討して

いきます。

水野　次回はよりよいイベントにしてい

きましょう！　

――最後に今後の展望をお聞かせくださ

い。

鈴木　弊社で行なったユーザー調査（※

ハナユメ公式 Instagram によるアンケー

ト。5 月 24 日、25 日 に 取 得。 回 答 数

651）では約 3 割の方が「コロナ禍で結婚

式の時期を決められない」と回答をして

いました。鮮度の高いリアルな情報が求

められていることが分かったので、アド

バイザーや営業担当が得ている式場さま

の独自情報を今後も積極的に発信してい

きます。初開催したブラフェスオンライ

ンでも、カメラの画角によってさまざま

な見せ方ができる会場紹介や料理演出な

ど、動画だからこそ伝わるコンテンツも

明確になりました。結婚式の魅力が最大

限伝わる方法で、新郎新婦のおふたりに

アプローチしていく予定です。今できる

ことをスピーディーに行ない、その都度

ユーザーニーズを式場さまに共有するこ

とで、このコロナ禍を共に乗り切る一助

になればと考えています。

5 月 1 日にリリースされた「ハナユメ案内状」。simple、cute、natural、textile の 4 デザイン 8 種で展開。
記載される文言はハナユメのサイト内で選択もしくは入力するだけで、案内状に反映された画像を
ダウンロードできる

2014 年 5 月、㈱エイチームブライズにウエディングアドバイザーとして入社。15 年には有楽町店店長に就任。店長時には、接客やメンバーのサポートなどを経験。
その後、関東や東海など複数のエリアでマネージャーを歴任。19 年より店舗運営部のマネージャーに昇進し、全国の店舗の予算管理やマネジメントを中心に活躍中。

水野 有紗
Arisa MIZUNO

図 ：「ブラフェスオンライン」実施コンテンツとユーザー動線

●オンライン式場ライブ
オンラインで式場見学がかなう。式場にいるプランナーがライブ
で自社施設を紹介。ハナユメのアドバイザーがファシリテーター
となり、新郎新婦からの疑問などを投げかけた。

●結婚式 How to セミナー
理想の式場の探し方などをハナユメアドバイザーが YouTube ライ
ブで紹介。

●ハナユメオンライン相談／式場個別相談
通常のデスクでできる式場探しをオンラインで。式場個別相談以
外は、事前の登録なども一切不要。

▲ オンライン式場ライ
ブの様子。オンラインで
もサービスの様子や演
出など、料理の魅力も伝
えられる（会場：アクア
テラス迎賓館新横浜）

▲

アドバイザーは密回避の
ため各店、各ブースに分か
れて進行を行なった。ガー
デンを紹介する際、アドバ
イザーから「雨天時はどう
使いますか？」と質問を挟
むなど、気になるポイント
をあえて質問することで、
不安解消につなげていた

【ブラフェスオンライン概要】
  開催日時：2020 年 6 月 28 日（日）10:00 ～ 19:00
  参画社数：13 社（うち 2 社はリングショップ）
  実施ツール：YouTube、Zoom

ブラフェスオンライン開催概要
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